
村
上
春
樹
は
、

私
の
好
き
な
作

家
の
一
人
で
あ

る
。
文
章
が
平
易

で
親
し
み
や
す

   （１） 

 

 

働
契
約
法
は
次
の
３
点
で
す
。 

①
、
５
年
を
超
え
て
更
新
さ
れ
た

有
期
契
約
労
働
者
の
無
期
転
換
申

込
権
の
創
設
（
新
１
８
条
、
２
０

１
３
年
４
月
１
日
施
行
） 

②
、
雇
止
め
法
理
の
法
定
化 

③
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
こ
と
に

よ
る
不
合
理
な
労
働
条
件
の
禁
止

（
新
２
０
条
、
２
０
１
３
年
４
月

１
日
施
行
） 

 

 

法
改
正
の
立
法
趣
旨
は
、
有
期

雇
用
契
約
の
雇
い
止
め
に
対
す
る

不
安
解
消
と
期
間
の
定
め
が
あ
る

こ
と
に
よ
る
不
合
理
な
労
働
条
件

を
是
正
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

 

無
期
転
換
ル
ー
ル
（
新
１
８
条
） 

  

こ
の
規
定
は
有
期
労
働
契
約
が

反
復
更
新
さ
れ
通
算
５
年
を
超
え

た
時
、
労
働
者
の
申
込
み
に
よ
っ

て
期
間
の
定
め
の
無
い
労
働
契
約

（
無
期
労
働
契
約
）
に
転
換
す
る

ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
で
す
。 

 

条
文
は
２
０
１
３
年
４
月
１
日

が
施
行
日
で
す
の
で
、
こ
の
日
以

降
の
労
働
契
約
が
対
象
と
な
り
、

施
行
日
前
の
契
約
は
「
通
算
契
約

期
間
」
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
１
８
条
の
２
で
は
ク
ー
リ

ン
グ
期
間
（
空
白
期
間
）
の
定
め

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
有
期
労

働
契
約
が
満
了
し
た
日
と
当
該
使

用
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
次
の

有
期
契
約
の
初
日
と
の
間
の
期
間

を
、
通
算
契
約
期
間
に
含
ま
れ
る

期
間
と
含
ま
れ
な
い
期
間
を
定
め

た
も
の
で
す
。 

 
 
 
 
 

 

 

無
期
契
約
に
転
換
す
る
に
は
有

期
雇
用
期
間
が
通
算
で
５
年
必
要

で
す
が
、
契
約
と
次
の
契
約
に
空

白
が
あ
る
場
合
、
契
約
期
間
に
二

分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
期
間
を
超

え
る
と
空
白
期
間
と
な
り
、
通
算

期
間
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

私
た
ち
は
早
い
段
階
か
ら
非
正

規
社
員
の
均
等
待
遇
や
「
正
社
員
が

当
た
り
前
の
社
会
」
を
求
め
る
と
り

く
み
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
地

本
で
は
５
月
１
６
日
に
改
正
労
働

契
約
法
の
学
習
会
を
お
こ
な
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
改
正
の
要

旨
を
簡
単
に
説
明
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

昨
年
８
月
に
成
立
し
た
改
正
労
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い
か
ら
最
初
の
一
行
を
読
む
と

最
後
ま
で
読
ま
ず
に
い
ら
れ
な

く
な
る
▼
し
か
し
、
ス
ト
ー
リ
ー

は
複
雑
で
理
解
で
き
な
い
の
も

が
多
い
。
本
当
は
、
二
度
三
度
読

め
ば
良
い
の
だ
ろ
う
が
な
ぜ
か

一
度
し
か
読
ま
な
い
。
理
由
は
長

編
で
面
倒
で
読
ん
で
も
理
解
で

き
な
い
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う

の
だ
▼
い
ろ
い
ろ
読
ん
だ
が
「
１

Ｑ
８
４
」
が
一
番
好
き
だ
。
作
品

の
説
明
は
、
む
ず
か
し
の
で
省
略

す
る
が
オ
ウ
ム
事
件
を
題
材
に

し
て
い
る
。
「
色
彩
を
持
た
な
い

多
崎
つ
く
る
と
、
彼
の
巡
礼
の

年
」
を
手
に
入
れ
た
。
読
み
た
い

け
ど
深
夜
勤
だ
か
ら
寝
な
い
と

疲
れ
る
。
１
７
８
５
円
も
払
っ
た

の
だ
か
ら
体
調
の
良
い
時
に
ゆ

っ
く
り
読
み
た
い
の
で
あ
る
▼

今
回
の
作
品
は
タ
イ
ト
ル
は
長

い
が
、
な
ん
か
薄
い
の
で
あ
る
。

３
７
０
ペ
ー
ジ
あ
る
か
ら
１
ペ

ー
ジ
５
円
く
ら
い
か
。
読
み
始
め

た
ら
止
ま
ら
な
い
の
で
慎
重
に

ペ
ー
ジ
を
開
き
た
い
▼
夕
方
の

ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
も
取
り
上
げ

て
い
た
が
、
宣
伝
効
果
は
計
り
知

れ
な
い
。
最
後
に
、
不
思
議
に
思

う
の
は
な
ぜ
村
上
春
樹
作
品
に

は
ま
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。（
五
） 

           

 

 

昨
年
、
労
働
者
派
遣
法
、
労
働
契
約
法
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
の
法
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
非
正
規
社
員
の
格
差

是
正
や
高
齢
化
社
会
の
雇
用
確
保
等
の
社
会
的
要
請
に
応
え
る
こ

と
を
立
法
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。
要
求
か
ら
は
不
十
分
な
点
も
あ

り
ま
す
が
、
法
の
趣
旨
は
現
状
を
打
開
す
る
た
め
の
「
武
器
」
と

し
て
十
分
に
活
用
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
法
の
中
身
を
知

る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

雇
い
止
め
法
理
の
法
制
化 

 
 
 
 
 
 

（
新
１
９
条
） 

 
 

有
期
雇
用
の
雇
い
止
め
に
対

し
、
労
働
者
・
労
働
組
合
の
現
場

や
法
廷
で
の
た
た
か
い
の
結
果
、

下
級
審
で
の
判
例
や
最
高
裁
判
決

で
「
期
間
の
定
め
の
あ
る
雇
用
契

約
が
期
間
の
定
め
の
無
い
契
約
と

実
質
的
に
異
な
ら
な
い
状
態
で
存

在
し
て
い
る
場
合
、
又
は
、
労
働

者
に
お
い
て
そ
の
期
間
満
了
後
も

雇
用
関
係
が
継
続
さ
れ
る
も
の
と

期
待
す
る
こ
と
に
合
理
性
が
認
め

ら
れ
る
場
合
は
、
当
該
雇
用
契
約

の
雇
い
止
め
は
、
客
観
的
に
合
理

的
な
理
由
を
欠
き
社
会
通
念
上
相

当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
と
き

に
は
許
さ
れ
な
い
」
と
し
て
い
ま

す
。 

 
 

 

新
１
９
条
は
最
高
裁
判
例
の
雇

い
止
め
法
理
を
法
文
化
し
た
も
の

で
す
。 

 

不
合
理
な
労
働
条
件
の
禁
止 

 
 
 
 
 
 
 

（
新
２
０
条
） 

 
 

 

有
期
契
約
労
働
者
は
常
に
雇
い

止
め
の
不
安
か
ら
、
仮
に
労
基
法

違
反
が
あ
っ
て
も
使
用
者
側
に
不

満
を
述
べ
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

使
用
者
が
一
方
的
に
労
働
条
件
を

決
定
し
、
そ
れ
に
異
議
が
あ
っ
て

も
契
約
更
新
の
た
め
そ
れ
に
従
わ

ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

 
 
 
 
 

（
裏
面
に
つ
づ
く
） 

日 時 ５月１６日 

   午後６時３０分～ 

場 所 京橋区民館 



こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
取
り
組
ん

で
き
た
「
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

結
果
を
出
す
ま
で
も
な
く
、
有
期

契
約
労
働
者
は
賃
金
な
ど
の
労

働
働
条
件
を
は
じ
め
正
社
員
と

比
べ
て
著
し
く
低
い
労
働
条
件

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

本
条
で
対
象
と
な
る
「
労
働
条

件
」
の
範
囲
に
限
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
賃
金
、
賞
与
、
退
職
金
、
各

種
手
当
や
労
働
時
間
な
ど
だ
け

で
な
く
、
労
働
契
約
内
容
の
災
害

補
、
服
務
規
律
、
教
育
訓
練
、
福

利
厚
生
な
ど
一
切
の
待
遇
が
含

ま
れ
ま
す
。 

 

対
象
と
な
る
労
働
条
件
は
前

記
以
外
に
も
、
休
暇
（
夏
期
・
冬

期
休
暇
、
特
別
休
暇
、
産
前
・
産

後
休
暇
、
育
児
・
介
護
休
暇
）
や

扶
養
手
当
、
住
居
手
当
等
と
と
も

に
、
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
要
求
し

て
き
た
正
社
員
と
同
程
度
の
ロ

ッ
カ
ー
貸
与
等
、
局
段
階
で
対
応

可
能
な
も
の
も
含
め
る
と
正
社

員
と
の
不
合
理
な
労
働
条
件
の

格
差
は
、
多
岐
に
わ
た
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。 

 

昨
年
１
０
月
２
５
日
付
け
で
中

央
本
部
は
会
社
に
対
し
、「
労
働
契

約
法
改
正
に
伴
う
要
求
書
」
を
提

出
し
て
い
ま
す
。
法
は
改
正
さ
れ

ま
し
た
が
、
私
た
ち
が
血
を
通
わ

せ
な
け
れ
ば
生
き
た
も
の
と
な
り

ま
せ
ん
。
処
遇
改
善
と
格
差
是
正

の
法
的
根
拠
を
手
に
し
た
今
、
法

の
中
身
を
知
り
職
場
か
ら
要
求
を

積
み
重
ね
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 
格
差
の
是
正
と
働
き
が
い
の
あ

る
職
場
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

  

（２） 
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街から離れて海岸に近いところに車を走らせますと

津波で家がなくなったところが多数あった中にも１０

０坪以上と思われる家がところどころにポツンとあり

ます。その家に住もうと思っても放射能によって生活

できないために空き家です。更に車を走らせますと干

拓地域です。ここは津波によって２００ヘクタールの

畑が湖の状態でしたが、先月になってようやく排水ポ

ンプの稼動によって陸地が見えるようになった、とボ

ランティアセンターの宮前さんは説明していました。

この話からも福島は他の被災地に比べて復興が遅れて

いることが分かります。 

私たちが車を走らせていきますとよくぶつかるのが

進入禁止のバリケートです。そこには大きなマスクを

した数人の警察官が車を誘導していました。ここから

先は浪江町で進入 

禁止なのです。そ 

れを見た時には日 

本の国には国境が 

ないのに国境をみ 

る思いでした。 

 

 

し
、
非
正
規
組
合
員
が
「
一
個
の

△
で
時
給
２
０
０
円
も
下
げ
ら
れ

る
の
は
理
解
で
き
な
い
」
と
裁
判

で
た
た
か
っ
て
き
ま
し
た
。 

結
果
、
会
社
は
、
裁
判
所
が
提

起
す
る
和
解
案
を
受
け
入
れ
城

東
、
豊
中
、
宝
塚
と
連
続
し
て
勝

利
和
解
を
か
ち
と
っ
た
こ
と
が
改

正
に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。 

  

 
  

し
い
」
を
繰
り
返
し
、
非
正
規
社

員
の
均
等
待
遇
に
も
見
通
し
す
ら

示
さ
な
い
た
め
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決

行
し
ま
し
た
。 

   
 

 

４
月
１
０
日
、
会
社
は
時
給
制

契
約
社
員
の
資
格
給
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
現
行
の
支
給
区
分
が

「
通
集
配╲

混
合
１
（
５
時
間
以

上
）
」
で
「
Ａ
ラ
ン
ク
習
熟
度
有
」

５
５
０
円
の
適
用
を
受
け
て
い
る

社
員
が
、
ス
キ
ル
評
価
で
「
Ａ
ラ

ン
ク
習
熟
度
無
」
３
５
０
円
と
２

０
０
円
下
げ
ら
れ
て
い
た
も
の

を
、
支
給
表
に
か
か
わ
ら
ず
４
５

０
円
に
改
定
す
る
と
提
示
し
て
き

ま
し
た
。 

 

今
回
の
改
訂
の
背
景
に
は
、
近

畿
支
社
が
服
装
や
遅
刻
な
ど
勤
務

態
度
を
評
価
す
る
「
基
礎
評
価
」

と
職
務
の
広
さ
と
習
熟
度
を
評
価

す
る
「
ス
キ
ル
評
価
」
と
い
う
異

な
る
評
価
を
連
動
さ
せ
、
基
礎
評

価
に
△
が
あ
る
か
ら
と
「
Ａ
習
熟

度
有
」
か
ら
「
Ａ
習
熟
度
無
」
に

下
げ
、
一
瞬
に
し
て
２
０
０
円
も

時
給
を
ダ
ウ
ン
さ
せ
た
の
で
す
。 

時
給
２
０
０
円
下
げ
ら
れ
れ
ば

月
収
３
０
，
０
０
０
円
以
上
の
収

入
減
と
な
り
生
活
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
。 

こ
の
様
な
ス
キ
ル
評
価
に
対

 

月
給
制
契
約
社
員
の
基
本
月
額

を
２
，
０
０
０
円
引
き
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
時
給
制
契
約
社
員
の

資
格
給
に
つ
い
て
、
現
在
、「
Ａ
習

熟
度
あ
り
」
の
資
格
給
が
１
７
０

円
以
下
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
各
社
統
一
で
一
律
１
０
円
引

き
上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
４
月
１
日
適
用
） 

 

１
３
春
闘
交
渉
は
、
社
員
の
切

実
な
賃
上
げ
要
求
に
対
し
て
、
会

社
は
、「
厳
し
い
」
の
繰
り
返
し
で
、

時
給
制
契
約
社
員
の
時
給
引
き
上

げ
と
正
社
員
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に

は
ゼ
ロ
回
答
で
し
た
。
組
合
の
、

「
グ
ル
ー
プ
全
体
は
黒
字
で
あ
り

内
部
留
保
の
４
・
２
４
％
を
切
り

崩
せ
ば
賃
上
げ
は
十
分
可
能
で
あ

る
」
と
の
主
張
に
も
、
会
社
は
「
厳

当
面
の
行
動
日
程 

 

５
月
１
日
（
水
） 

 
 

第
８
４
回
メ
ー
デ
ー 

 

５
月
３
日
（
金
） 

 
 

憲
法
集
会
＆
銀
座
パ
レ
ー
ド 

５
月
９
日
（
火
） 

 

朝
ビ
ラ
宣
伝
行
動
（
杉
並
局
） 

 

地
本
執
行
委
員
会 

５
月
１
０
日
（
金
） 

 
 

憲
法
宣
伝
（
東
京
地
評
） 

 

５
月
１
５
日
（
水
） 

 
 

郵
政
本
社
前
行
動 

 
 

「
首
切
り
自
由
を
許
さ
な
い
」
地

裁
・
高
裁
行
動 

 

５
月
１
６
日
（
木
） 

 
 

「
改
正
労
働
契
約
法
」
地
本
学
習 

 
 
 

 
 

会 
 

５
月
１
８
・
１
９
日
（
土
・
日
） 

 
 

全
国
地
本
委
員
長
会
議 

 

５
月
２
５
日
（
土
） 

 
 

な
ん
で
も
相
談
会
（
地
評
・
公
務 

部
会
） 

５
月
２
５
・
２
６
日
（
土
・
日
） 

 

「
未
来
講
座
」（
本
部
主
催
） 

  



 


